
令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
３

新
特
会
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計
の
先
端

半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
勘
定
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
勘
定
へ
の
繰
入
金
は
、
同
勘
定
の
歳
入
と
す
る
。

４

新
特
会
法
第
八
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計
の
先

端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
勘
定
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
勘
定
へ
の
繰
入
金
は
、
先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関

連
技
術
勘
定
の
歳
出
と
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
）

第
八
条

附
則
第
三
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則

に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。）は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
九
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
経
済
社
会
情
勢
の
変
化
を
勘
案
し
つ
つ
、
こ
の
法
律

に
よ
る
改
正
後
の
規
定
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
。

（
地
方
税
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
九
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。
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情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
九
十
号
）
第
六
十
三
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す

る
選
定
事
業
者
に
対
す
る
第
七
十
二
条
の
二
十
一
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
情
報
処
理

の
促
進
に
関
す
る
法
律
及
び
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
三
十
号
）

の
施
行
の
日
か
ら
令
和
八
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
終
了
す
る
各
事
業
年
度
分
の
事
業
税
に
限
り
、
同
条

第
一
項
中
「
資
本
金
等
の
額
と
」
と
あ
る
の
は
「
資
本
金
等
の
額
か
ら
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
及
び
特

別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
三
十
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
八
年
六

月
三
十
日
ま
で
の
間
（
次
項
に
お
い
て
「
特
定
期
間
」
と
い
う
。）に
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
か
ら
情

報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
九
十
号
）
第
四
十
七
条
第
一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る

取
組
資
金
（
次
項
に
お
い
て
「
取
組
資
金
」
と
い
う
。）と
し
て
出
資
を
受
け
た
金
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

金
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
出
資
金
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
出
資
金
の
額
か
ら
特
定
期

間
に
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
か
ら
取
組
資
金
と
し
て
出
資
を
受
け
た
金
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得

た
金
額
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

（
租
税
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
九
十
号
）
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
選
定
さ
れ

た
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
選
定
事
業
者
が
、
資
本
金
の
額
の
増
加
（
合
併
に
よ
る
資
本
金

の
額
の
増
加
及
び
分
割
に
よ
る
資
本
金
の
額
の
増
加
を
除
く
。）に
つ
い
て
登
記
を
受
け
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該

資
本
金
の
額
の
増
加
が
、
同
法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
選
定
実
施
計
画
に
係
る
も
の
で
あ
る
と

き
は
、
当
該
登
記
に
係
る
登
録
免
許
税
の
税
率
は
、
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
情
報
処
理
の
促
進
に
関

す
る
法
律
及
び
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
三
十
号
）
の
施
行
の
日

か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
登
記
を
受
け
る
も
の
に
限
り
、
登
録
免
許
税
法
第
九
条
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
千
分
の
三
・
五
と
す
る
。

（
印
紙
税
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

印
紙
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
九
十
号
）
第
五
十
一
条
第
一
項
第
三
号
及

び
第
四
号
（
業
務
の
範
囲
等
）
の
業
務
に
関
す
る
文
書
の
項
中
「
第
五
十
一
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
四
十
七
条

第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

（
登
録
免
許
税
法
及
び
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

一

登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
別
表
第
一
第
三
十
二
号
二
十
三
の
二

二

住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
別
表
第
一
の
八
十
七
の
二
の
項

（
脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
へ
の
円
滑
な
移
行
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
へ
の
円
滑
な
移
行
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
三
十
二
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
中
「
電
源
開
発
促
進
勘
定
」
の
下
に
「
に
お
い
て
経
理
す
る
も
の
と
し
、
脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
へ
の

円
滑
な
移
行
の
推
進
に
関
す
る
施
策
（
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
対
策
に
関
す

る
も
の
に
限
る
。）に
係
る
歳
入
歳
出
は
同
特
別
会
計
の
先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
勘
定
」
を
加
え
る
。

漁
業
災
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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五
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十
四
日
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法
律
第
三
十
一
号

漁
業
災
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

第
一
条

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
八
条
第
一
項
中
「
被
共
済
者
若
し
く
は
」
を
「
被
共
済
者
又
は
」
に
、「
若
し
く
は
構
成
員
」
を
「
又
は
構

成
員
」
に
改
め
、「
又
は
被
共
済
者
の
構
成
員
の
う
ち
に
そ
の
営
む
漁
業
の
共
済
責
任
期
間
中
の
操
業
に
係
る
漁
獲
金

額
が
単
位
共
済
限
度
額
に
達
し
な
い
も
の
が
あ
る
場
合
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
そ
の
構
成
員
」を
削
り
、

同
条
第
三
項
中
「
又
は
被
共
済
者
の
構
成
員
の
う
ち
に
そ
の
営
む
養
殖
業
の
共
済
責
任
期
間
中
の
養
殖
に
係
る
生
産

金
額
が
単
位
共
済
限
度
額
に
達
し
な
い
も
の
が
あ
る
場
合
」
及
び
「
又
は
そ
の
構
成
員
」
を
削
る
。

第
八
十
五
条
及
び
第
九
十
一
条
第
四
項
中
「
に
掲
げ
る
組
合
員
に
あ
つ
て
は
同
号
ロ
に
規
定
す
る
規
約
を
定
め
て

い
る
中
小
漁
業
者
、
同
号
ハ
」
及
び
「
、
第
百
二
十
五
条
の
三
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
組
合
員
に
あ
つ
て
は
同
号

に
規
定
す
る
規
約
を
定
め
て
い
る
中
小
漁
業
者
」
を
削
る
。

（
重
要
電
子
計
算
機
に
対
す
る
不
正
な
行
為
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

重
要
電
子
計
算
機
に
対
す
る
不
正
な
行
為
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第

号
。
次
条
に
お
い
て
「
整
備
法
」
と
い
う
。）の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
及
び
第
六
条
の
う
ち
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
五
十
一
条
第
二
項
の
改
正
規
定
中
「
第
五
十
一

条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
七
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

（
整
備
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
調
整
規
定
）

第
十
六
条

整
備
法
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
場
合
に
は
、
前
条
（
整
備

法
第
五
条
の
改
正
規
定
に
限
る
。）の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
経
済
産
業
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

経
済
産
業
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
第
六
号
中「（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
五
十
号
）
及
び
」
を「（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
五
十

号
）、」
に
、「
の
規
定
」
を
「
及
び
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
九
十
号
）
の
規
定
」

に
改
め
る
。
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